
　

菊
花
薫
る
平
成
二
十
二
年
十
一
月

二
十
日
、
県
都
松
江
市
の
ホ
テ
ル
一
畑

に
お
い
て
細
川
護
熙
様
・
佳
代
子
様
御

夫
妻
・
細
川
護
光
様
・
建
長
寺
管
長
・

永
源
寺
管
長
・
中
宮
寺
御
門
跡
様
を
は

じ
め
、
溝
口
善
兵
衛
島
根
県
知
事
様
等

多
数
の
御
来
賓
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
ま

た
多
く
の
九
曜
会
会
員
の
出
席
に
よ
り

約
四
百
名
の
参
列
を
得
て
三
斎
流
家
元

道
統
継
承
を
祝
う
継
承
式
並
び
に
祝
賀

会
、
記
念
呈
茶
会
が
厳
粛
か
つ
盛
大
に

開
催
さ
れ
、
参
会
者
一
同
新
し
い
家
元

の
継
承
を
慶
び
、
祝
っ
た
。

■
継
承
式

○
開
式
の
こ
と
ば

○
細
川
護
熙
様
・
佳
代
子
様
御
夫
妻
ご

入
場

○
建
仁
寺
管
長
小
堀
泰
巖
老
大
師
以
下

ご
入
場

○
家
元
道
統
継
承
の
儀　

道
号
授
与

○
献
茶
・
法
要　

大
般
若
読
経

○
細
川
様
御
夫
妻
ご
退
場

○
建
仁
寺
管
長
小
堀
泰
巖
老
大
師
以
下

ご
退
場

○
閉
式
の
こ
と
ば

　

道
統
継
承
の
式
典
は
、
午
後
五
時
か

ら
ホ
テ
ル
一
畑
平
安
の
間
に
お
い
て
挙

行
さ
れ
た
。

　

三
斎
流
家
元
継
承
の
儀
は
、
細
川
家

御
当
主
細
川
護
熙
様
お
立
ち
会
い
の
も

と
に
行
わ
れ
、
家
元
道
統
継
承
の
授
与

と
道
号
の
拝
受
が
、
小
堀
泰
巖
老
大
師

に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
二
十
一
代
（
観
翠

庵
四
代
）
森
山
宗
浦
（
斗
南
）
家
元
が

誕
生
し
た
。

　

次
い
で
、
新
し
く
家
元
を
継
承
し
た

宗
浦
家
元
の
初
の
お
点
前
が
特
設
さ

れ
た
正
面
の
祭
壇
に
お
い
て
披
露
さ
れ

た
。
静
寂
で
厳
粛
な
雰
囲
気
の
会
場
で

流
れ
る
よ
う
な
献
茶
の
お
点
前
が
粛
々

と
し
て
行
わ
れ
、佛
前
へ
献
上
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
小
堀
泰
巖
老
大
師
及
び
建

仁
寺
の
十
名
の
和
尚
様
方
の
大
般
若
読

経
に
よ
っ
て
法
要
が
営
ま
れ
た
が
、
宗

浦
家
元
も
加
わ
っ
て
の
力
強
い
気
迫
に

満
ち
た
読
経
で
参
会
者
を
圧
倒
、
そ
の

迫
力
あ
る
読
経
に
三
斎
流
の
明
る
い
前

途
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
、
一
同
感

動
し
た
。

　

厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
に
、
実
に
力
強

さ
と
気
迫
に
あ
ふ
れ
た
道
統
継
承
式
は

参
会
者
に
大
き
な
感
動
を
与
え
、
午
後

六
時
に
終
了
し
た
。

　

三
十
分
間
の
休
憩
時
間
と
な
り
参
会

者
は
、
控
室
と
継
承
記
念
呈
茶
席
へ
移

動
し
て
呈
茶
を
楽
し
み
、
暫
し
歓
談
の

時
を
も
っ
た
。

発　　行
三斎流九曜会
会長　小林祥泰
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■
祝
賀
会

○
開
式
の
こ
と
ば

○
挨
拶　
　

二
十
代
家
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
山　

宗
育

○
祝
辞　
　

建
仁
寺
管
長

　
　
　
　
　
　
　
　

小
堀
泰
巖
老
大
師

　
　
　
　
　

表
千
家
堀
内
長
生
庵

　
　
　
　
　

前
庵
主　

堀
内
宗
心
宗
匠

○
鏡
開
き

○
乾
杯　
　

細
川
家
御
当
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
川　

護
熙
様

○
祝
電
披
露

○
祝
の
曲
「
那
須
与
一
・
ま
ほ
ろ
ば
」

　
　
　
　
　

筑
前
琵
琶
奏
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
原　

ま
り
様

○
祝
の
舞　

神
楽
「
荒
神
・
国
讓
り
」

　
　
　
　
　
　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗

　
　
　
　
　
　

文
化
財
大
土
地
神
楽
様

○
謝
辞　
　

二
十
一
代
家
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
山　

宗
浦

○
万
歳
三
唱

　
　
　
　
　

九
曜
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

祥
泰

○
閉
会
の
こ
と
ば

　

祝
賀
会
は
、
午
後
六
時
三
十
分
よ
り

平
安
の
間
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
ま
ず

冒
頭
に
二
十
代
家
元
よ
り
、
こ
の
た
び

三
斎
流
家
元
を
後
嗣
宗
浦
に
継
承
い
た

す
こ
と
に
な
っ
た
旨
が
述
べ
ら
れ
、
こ

れ
ま
で
の
御
協
力
に
対
す
る
感
謝
と
今

後
一
層
の
御
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と

の
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
宗
浦
新
家
元
の
師
に
当
た

る
小
堀
泰
巖
老
大
師
と
堀
内
宗
心
宗
匠

の
御
両
人
か
ら
新
家
元
へ
対
し
、
温
か

い
励
ま
し
の
祝
辞
が
贈
ら
れ
た
。

　

祝
賀
会
に
は
、
溝
口
島
根
県
知
事
を

は
じ
め
政
治
・
経
済
・
宗
教
・
文
化
の

各
界
を
代
表
す
る
御
来
賓
の
皆
様
に
参

席
し
て
頂
い
て
い
る
の
で
、
多
数
の
御

来
賓
の
中
か
ら
二
十
五
名
の
代
表
の

方
々
に
よ
っ
て
会
場
を
盛
り
上
げ
る
鏡

開
き
が
正
面
ス
テ
ー
ジ
に
て
行
わ
れ
た
。

竹
下
亘
衆
議
院
議
員
、
溝
口
善
兵
衛
島

根
県
知
事
、
長
岡
秀
人
出
雲
市
長
等
の

代
表
が
登
壇
し
、
五
名
ず
つ
五
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
五
つ
の
酒
樽
を
囲
ん
で
、

鏡
開
き
が
賑
や
か
に
豪
快
に
挙
行
さ
れ
、

参
会
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

参
会
者
一
同
起
立
の
中
に
、
細
川
家

御
当
主
の
細
川
護
熙
様
か
ら
新
家
元
誕

生
に
対
す
る
祝
意
と
期
待
の
お
言
葉
と

乾
杯
の
御
発
声
が
あ
り
、
祝
賀
の
宴
が

始
ま
っ
た
。

　

賑
や
か
な
歓
談
が
進
む
に
従
っ
て
、

祝
い
の
曲
と
舞
が
演
じ
ら
れ
、
会
場
は

最
高
潮
に
盛
り
上
が
っ
た
。
祝
い
の
曲

は
、
か
つ
て
の
宝
塚
ス
タ
ー
の
上
原
ま

り
様
の
筑
前
琵
琶
の
演
奏
、
祝
い
の
舞

は
、
大
土
地
神
楽
の
皆
様
に
よ
る
出
雲

神
楽
の
上
演
で
あ
っ
た
。

　

午
後
九
時
三
十
分
、
盛
り
上
が
っ
た

祝
賀
会
は
、
森
山
宗
浦
新
家
元
の
決
意

と
謝
意
の
言
葉
と
、
小
林
祥
泰
九
曜
会

会
長
の
万
歳
三
唱
の
発
声
に
よ
っ
て
終

了
し
た
。

家元道統継承の儀

宗浦家元の献茶点前

■
継
承
記
念
呈
茶
席

〈
会　

記
〉

　

床　

小
堀
泰
巖
老
大
師
筆　

宗
浦

　
　

花　

入　

青
磁

　
　

花　
　
　

季
の
も
の

　
　
　

立
札
卓　

九
曜
紋
透

　
　

釜　
　
　

富
士
形　

道　

也　

造

　
　

水　

指　

練
上
刳
抜
燻
焼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
岡
三
郎
作

　
　

茶　

器　

鶴
蒔
絵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
端
真
作
作

　
　

茶　

盌　

赤
楽　
　

不
東
庵
作

　
　

茶　

杓　

堀
内
宗
心
作　
　

共
筒

　
　
　
　
　
　
　
　
銘　

玉
の
緒

　
　
　

建
水　

布
地
曲

　
　
　

蓋
置　

宗
育
手
造
り

　
　

御　

茶　

宗
浦
好　

天
香
の
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

微
笑
庵
詰

　
　

御
菓
子　

九
曜
紋
味
噌
板

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
香
堂
製

　
　

菓
子
器　

九
曜
紋
高
杯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
瑞
在
判

　

当
日
、
ホ
テ
ル
内
の
葵
の
間
に
お
い

て
呈
茶
席
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
参
会

者
が
利
用
し
賑
わ
っ
た
。

　

な
お
、
家
元
継
承
記
念
品
と
し
て
三

斎
公
御
手
造
り
「
宝
珠
香
合
」
が
細
川

護
光
様
の
御
手
造
り
に
よ
っ
て
写
さ
れ

て
参
会
者
へ
贈
ら
れ
た
。
こ
の
香
合
は

森
山
祥
山
宗
匠
が
細
川
護
立
公
よ
り
家

元
認
可
の
際
に
、
拝
受
し
た
記
念
す
べ

き
品
を
模
写
し
た
も
の
で
す
。

三斎流九曜会だより 特集号 （2）



　

継
承
式
、
祝
賀
会
の
翌
日
（
十
一
月

二
十
一
日
）
は
一
転
し
て
晴
れ
わ
た
っ

た
秋
空
の
好
天
気
と
な
り
、
献
茶
式
が

出
雲
大
社
の
出
雲
教
神
殿
で
、
記
念
茶

会
が
出
雲
大
社
北
島
国
造
館
と
出
雲
文

化
伝
承
館
で
開
催
さ
れ
た
。
同
時
に
出

雲
文
化
伝
承
館
で
は
、
特
別
展
「
細
川

三
斎
と
そ
の
周
辺
」
が
開
催
さ
れ
て
お

り
多
く
の
参
会
者
で
賑
わ
っ
た
。
両
会

場
を
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
往
復
す
る
移
動

と
な
っ
た
が
乗
車
に
時
間
待
ち
が
な
い

程
の
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

●
献
茶
式

○
会
場　

出
雲
教
神
殿

○
奉
仕　

二
十
一
代
家
元 

森
山  

宗
浦

　

午
前
九
時
よ
り
静
寂
に
充
ち
た
御
神

殿
に
お
い
て
細
川
護
熙
様
御
夫
妻
を
始

め
多
く
の
御
来
賓
の
お
客
様
を
お
迎
え

し
て
、
前
日
に
家
元
を
継
承
さ
れ
た
森

山
宗
浦
三
斎
流
二
十
一
代
家
元
の
御
奉

仕
に
よ
り
献
茶
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　

式
場
は
立
見
席
が
必
要
と
さ
れ
る
程

の
超
満
員
で
、
ま
ず
御
神
職
に
よ
る
お

祓
い
の
後
、
北
島
建
孝
国
造
様
の
祝
詞

奏
上
が
あ
り
、
続
い
て
森
山
宗
浦
家
元

初
の
御
神
前
で
の
献
茶
の
お
点
前
の
披

露
が
な
さ
れ
、
献
上
さ
れ
た
。

　

細
川
護
熙
様
・
佳
代
子
様
御
夫
妻
に

よ
る
玉
串
奉
呈
に
続
い
て
御
来
賓
代

表
、
九
曜
会
代
表
に
よ
っ
て
玉
串
が
献

さ
げ
ら
れ
、
厳
粛
で
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
献
茶
式
を
終
了
し
た
。

●
記
念
茶
会

○
会
場

　
　

北
島
国
造
館

　
　
　

・
拝
服
席　
　
　

亀
山
新
館

　
　
　

・
点
心
席　
　
　

信
徒
会
館

　
　

出
雲
文
化
伝
承
館

　
　
　

・
濃
茶
席　
　
　

松
籟
亭

　
　
　

・
薄
茶
席　
　
　

出
雲
屋
敷

　
　
　

・
立
礼
席　
　
　

文
化
工
房

　
　
　

・
特
別
展　
　
　

展
示
室

　

献
茶
式
終
了
後
、
参
会
者
は
記
念
茶

会
の
席
へ
と
移
動
、
そ
れ
ぞ
れ
茶
席
と

点
心
、
拝
観
と
さ
わ
や
か
な
出
雲
路
の

秋
を
楽
し
ん
だ
。

　

松
籟
亭
の
濃
茶
席
は
、
三
斎
流
家
元

の
担
当
席
と
し
て
新
家
元
自
ら
の
御
奉

仕
と
な
り
、
多
く
の
参
席
者
で
大
盛
況

で
あ
っ
た
。

　

美
し
い
緑
の
出
雲
流
庭
園
を
眺
め
な

が
ら
一
服
を
と
設
け
ら
れ
た
出
雲
屋
敷

の
薄
茶
席
は
、
表
千
家
島
根
県
支
部
の

皆
様
の
御
好
意
に
よ
る
添
釜
で
、
こ
の

た
び
の
記
念
茶
会
に
華
を
添
え
て
い
た

だ
き
、
大
好
評
で
あ
っ
た
。

　

亀
山
新
館
の
拝
服
席
と
文
化
工
房
の

立
礼
席
は
、
九
曜
会
の
担
当
席
で
あ
っ

た
が
、
特
に
奉
仕
す
る
九
曜
会
員
の
道

統
継
承
へ
の
喜
び
に
満
ち
た
笑
顔
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。

　

茶
席
の
四
席
と
点
心
席
、
特
別
展
の

各
会
場
へ
多
く
の
来
賓
と
一
般
参
会
者

に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
混
乱
な
く
誘
導

し
て
入
っ
て
頂
く
か
、
こ
れ
が
記
念
茶

会
運
営
上
の
課
題
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

こ
れ
に
来
賓
の
帰
郷
時
刻
に
対
す
る
移

動
の
問
題
が
重
な
っ
て
、
苦
心
す
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
来
賓
を
六
グ
ル
ー

プ
別
に
編
成
し
て
各
案
内
係
を
配
置
、

重
複
し
な
い
よ
う
に
移
動
コ
ー
ス
表
を

作
成
し
て
各
会
場
へ
誘
導
し
、
無
事
に

予
定
通
り
移
動
が
で
き
た
。

　

こ
の
た
び
の
道
統
継
承
の
記
念
事
業

は
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
ま

た
会
場
も
松
江
市
の
ホ
テ
ル
一
畑
と
出

雲
市
の
出
雲
大
社
北
島
国
造
館
と
出
雲

文
化
伝
承
館
の
三
か
所
に
分
か
れ
て
い

る
な
ど
、
そ
の
運
営
に
は
い
ろ
い
ろ
と

配
慮
す
べ
き
点
が
心
配
さ
れ
た
が
、
綿

密
な
計
画
と
周
到
な
事
前
打
ち
合
わ

せ
、
関
係
者
の
協
力
に
よ
っ
て
記
念
す

べ
き
大
事
業
を
有
意
義
か
つ
大
成
功
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

出雲教神殿　献茶式

家
元
継
承
記
念
茶
会
を
開
催
す
る

献
茶
式

記
念
茶
会 ―

出
雲
教
神
殿

―

出
雲
大
社
北
島
国
造
館

出
雲
文
化
伝
承
館

―

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
一
日
㈰―

松籟亭　濃茶席

三斎流九曜会だより 特集号（3）



　

三
斎
流
の
道
統
継
承
を
祝
っ
て
、
協

賛
記
念
行
事
と
し
て
特
別
展
「
細
川
三

斎
と
そ
の
周
辺
」
が
出
雲
文
化
伝
承
館

を
会
場
に
、
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十

日
か
ら
十
一
月
二
十
八
日
迄
開
催
さ
れ

多
く
の
観
覧
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

平
成
十
一
年
に
出
雲
文
化
伝
承
館
で

は
、「
細
川
家
茶
道
名
品
展
」
を
開
催

し
て
好
評
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
た
び
は

細
川
忠
興(

三
斎)

と
そ
の
時
代
に
焦

点
を
あ
て
、
ま
た
出
雲
へ
の
三
斎
の
茶

の
湯
の
伝
播
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
、

九
十
三
点
の
名
品
が
永
青
文
庫
、
松
井

文
庫
、
高
桐
院
等
の
御
協
力
に
よ
っ
て

特
別
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
展

示
は
、
次
の
四
部
門
に
分
け
て
開
催
さ

れ
た
が
、
主
な
展
示
品
を
紹
介
す
る
。

■
三
斎
・
細
川
家

○
細
川
三
斎
像

○
細
川
三
斎　

双
馬
図

○
細
川
三
斎　

和
歌
色
紙「
春
た
つ
と
」

○
細
川
三
斎　

書
状　

采
女
苑

○
細
川
三
斎　

竹
花
入　
銘
二
瀧

○
細
川
三
斎　

茶
杓　
銘
青
節

○
細
川
幽
斎
夫
妻
・
休
斎
図

○
細
川
幽
斎　

書
状　

捴
見
院
宛

○
細
川
三
斎
好　

三
標
釜

○
細
川
三
斎
墓
石
の
図　

富
岡
鉄
斎
図

■
三
斎
周
辺

○
千
利
休　
　

書
状　

高
山
右
近
宛

○
千
利
休　
　

書
状　

上
林
宛

○
千
利
休　
　

茶
杓　
銘
古
今

○
古
渓
宗
陳　

法
語

○
豊
臣
秀
吉　

茶
壺
の
覚
え

○
徳
川
家
康　

和
歌
色
紙
く
れ
て
ゆ
く

○
古
田
織
部　

書
状　

紹
巴
老
宛

○
織
田
有
楽　

書
状　

金
地
院
宛

○
織
田
有
楽　

茶
杓　

共
筒

○
清
巌
宗
渭　

黒
梅

○
沢
庵
宗
彭　

法
語　

機
関

○
千
宗
旦　
　

竹
花
入　
銘
鹿
鳴

○
千
宗
旦　
　

古
稀
の
文

○
千
宗
旦　
　

茶
杓　
銘
半　

共
筒

○
小
堀
遠
州　

句
入
書
状
江
月
和
尚
宛

○
小
堀
遠
州　

竹
花
入　
銘
色
替

○
徳
川
家
光　

木
兎
図

○
片
桐
石
州　

茶
杓　

共
筒

■
茶
道
具

○
古
染
付
花
文
首
長
花
入　
　
　

明

○
伊
賀
耳
付
花
入　
　
　
　
　
　

桃
山

○
信
楽
三
角
花
入　
　
　
　
　
　

桃
山

○
伊
賀
肩
衝
花
入　

銘
苔
清
水　

桃
山

○
黄
天
目
茶
碗　

根
来
天
目
台　

南
宋

○
古
染
付
片
身
替
山
水
絵
茶
碗　

明

○
井
戸
茶
碗　
　
　
　
　
　

朝
鮮
王
朝

○
青
井
戸
茶
碗　
銘
緑
毛 　
朝
鮮
王
朝

○
と
と
や
茶
碗　
　
　
　
　

朝
鮮
王
朝

○
蕎
麦
茶
碗　
　
　
　
　
　

朝
鮮
王
朝

○
井
戸
脇
茶
碗　
銘
女
郎
花 

朝
鮮
王
朝

○
刷
毛
目
茶
碗　
銘
偸
閒　

 

朝
鮮
王
朝

○
三
島
暦
手
茶
碗　
　
　
　

朝
鮮
王
朝

○
彫
三
島
茶
碗　
　
　
　
　

朝
鮮
王
朝

○
熊
川
茶
碗　
　
　
　
　
　

朝
鮮
王
朝

○
釘
彫
伊
羅
保
茶
碗　
　
　

朝
鮮
王
朝

○
安
南
茶
碗　
　
　
　
　
　

ベ
ト
ナ
ム

○
長
次
郎　

鉢
開
写
茶
碗　
　
　

江
戸

○
瀬
戸
黒
茶
碗　
　
　
　
　
　
　

桃
山

○
織
部
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　

桃
山

○
志
野
亀
甲
文
茶
碗　
　
　
　
　

桃
山

○
唐
津
茶
碗　

銘
夕
陽　
　
　
　

桃
山

○
斑
唐
津
茶
碗　
　
　
　
　
　
　

桃
山

○
御
本
写
茶
碗　

仁
清
作　
　
　

江
戸

○
伊
賀
耳
付
水
指　
　
　
　
　
　

桃
山

○
朝
鮮
唐
津
水
指　
　
　
　
　
　

桃
山

○
高
取
耳
付
水
指　
　
　
　
　
　

桃
山

○
備
前
耳
付
水
指　
　
　
　
　
　

桃
山

○
堆
朱
居
布
袋
四
重
香
合　
　
　

明

○
染
付
兜
茄
子
香
合　
　
　
　
　

明

○
祥
瑞
立
瓜
香
合　
　
　
　
　
　

明

○
南
蛮
王
図
香
合　
　
　
　
　
　

清

○
古
染
付
象
童
子
図
鉦
鉢　
　
　

明

○
織
部
松
竹
文
四
方
鉢　
　
　
　

桃
山

■
出
雲
へ
の
伝
播

○
一
尾
伊
織　

竹
花
入　
　
　
　

江
戸

○
一
尾
伊
織　

茶
杓　
銘
三
番
叟 

江
戸

○
稲
葉
正
喬　

茶
杓　

共
筒　
　

江
戸

○
志
村
三
栄　
「
日
午
打
三
更
」　

江
戸

○
志
村
三
栄　

茶
杓　

銘
初
音　

江
戸

○
志
村
三
栄　

水
屋
心
得
板
額　

江
戸

○
荒
井
一
掌　
「
茶
是
一
味
禅
」　

江
戸

○
荒
井
一
掌　

竹
花
入　
　
　
　

江
戸

○
荒
井
一
掌　

置
合
の
法　
　
　

明
治

○
荒
井
一
掌　

極
秘
目
利
書　
　

江
戸

○
観
月
庵
恵
海　

三
斎
茶
道
心
得
江
戸

○
観
月
庵
恵
海
好　

若
葉
棗　
　

江
戸

―
 

桃
山
か
ら
江
戸
初
期
・
茶
の
湯
の
創
造
期
の
人
々 ―

●
主
催　

出
雲
文
化
伝
承
館

　　
　
　

出
雲
市
教
育
文
化
振
興
財
団

●
共
催　

出
雲
市
、
出
雲
市
教
育
委
員
会

協
賛
記
念
行
事

特別展　展示室

　
　

ご
あ
い
さ
つ

　

三
斎
流
家
元
の
ご
継
承
、
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

心
か
ら
の
お
祝
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

茶
道
三
斎
流
は
江
戸
時
代
に
松
江
藩
主
・
松
平
不
昧
公
が
細
川
三
斎
公
の

茶
の
湯
を
敬
慕
さ
れ
た
の
が
縁
で
、
出
雲
地
方
に
伝
わ
り
こ
の
出
雲
市
へ
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。
観
翠
庵
初
代
の
森
山
祥
山
宗
匠
は
昭
和
二
十
九
年
、
細
川

家
か
ら
三
斎
流
家
元
を
認
め
ら
れ
て
以
来
宗
瑞
宗
匠
、
宗
育
宗
匠
と
そ
の
道

統
は
継
承
さ
れ
、
こ
の
間
三
斎
流
茶
道
の
普
及
に
邁
進
さ
れ
、
さ
ら
に
当
市

の
文
化
事
業
に
献
身
的
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
宗
浦
宗
匠
が
家
元
を
ご
継
承
さ
れ
、
三
斎
流
が
ま
す
ま
す
ご

隆
盛
さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
宗
育
宗
匠
に
は
多
年
に
わ
た
り
当
市
の
文
化

事
業
、
と
く
に
茶
道
文
化
普
及
に
は
格
別
な
ご
協
力
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
こ

と
を
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
一
日

財
団
法
人　

出
雲
市
教
育
文
化
振
興
財
団　
　
　
　

理
事
長　

野
津　

邦
男　
　

特
別
展
「
細
川
三
斎
と
そ
の
周
辺
」

特別展　展示室

三斎流九曜会だより 特集号 （4）



戦
国
大
名
・
細
川
忠
興

　

細
川
氏
は　

鎌
倉
中
期
の
足
利
義
季

を
祖
と
す
る
足
利
氏
の
一
族
で
あ
り
、

室
町
時
代
に
は
管
領
職
を
務
め
る
家
格

で
幕
府
の
重
鎮
を
な
す
有
力
大
名
で

あ
っ
た
。
時
代
の
推
移
と
と
も
に
盛
衰

の
あ
っ
た
細
川
氏
で
あ
っ
た
が
、
再
び

中
興
に
導
い
た
の
が
戦
国
乱
世
を
生
き

抜
い
た
細
川
藤
孝
（
幽
斎
）
と
細
川
忠

興
（
三
斎
）
の
父
子
で
あ
る
。
父
子
は

文
を
尊
ぶ
武
人
大
名
で
あ
っ
た
。

　

細
川
忠
興
は
天
正
六
年（
一
五
七
八
）

に
織
田
信
長
に
仕
え
て
越
中
守
に
任
じ

ら
れ
長
岡
氏
を
名
乗
っ
た
。
ま
た
織
田

信
忠
の
一
字
を
与
え
ら
れ
て
与
一
郎
を

忠
興
と
し
元
服
し
た
。
こ
の
時
に
明
智

光
秀
の
娘
ガ
ラ
シ
ャ
を
娶
っ
て
い
る
。

同
八
年
に
丹
後
十
二
万
石
を
与
え
ら
れ

て
父
と
と
も
に
宮
津
城
を
築
い
て
入
っ

た
。
本
能
寺
の
変
で
は
、
光
秀
か
ら
の

重
ね
て
の
助
勢
依
頼
に
も
応
ぜ
ず
、
妻

玉
（
ガ
ラ
シ
ャ
）
を
離
別
し
、
羽
柴
秀

吉
と
連
絡
を
密
に
し
弔
い
合
戦
に
参
戦

し
て
い
る
。
以
後
、
秀
吉
に
仕
え
て
出

陣
し
多
く
の
成
功
を
あ
げ
た
。

　

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
関
ヶ
原
の

合
戦
で
は
、
細
川
忠
興
は
東
軍
に
組

み
し
て
西
軍
勝
利
へ
の
戦
功
が
あ
っ
た

が
、
大
坂
玉
造
の
細
川
邸
が
石
田
三
成

軍
に
包
囲
さ
れ
、
復
縁
し
た
妻
の
ガ
ラ

シ
ャ
は
人
質
に
な
る
の
を
拒
否
し
自
害

す
る
。
関
ヶ
原
の
戦
い
の
功
績
に
対
し

徳
川
家
康
よ
り
三
十
九
万
九
千
石
を
拝

領
し
豊
前
中
津
城
に
入
る
が
、
後
に
小

倉
城
を
居
城
と
し
た
。

　

慶
長
九
年
に
細
川
家
の
家
督
を
忠
興

の
三
男
忠
利
に
相
続
さ
せ
る
こ
と
を
幕

府
は
認
め
る
が
、
し
か
し
そ
の
後
も
元

和
六
年
隠
居
す
る
ま
で
藩
の
実
権
は
忠

興
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

加
藤
氏
の
改
易
と
と
も
に
、
寛
永
九

年
（
一
六
三
二
）
国
替
と
な
り
、
細

川
忠
利
は
肥
後
五
十
四
万
五
千
石
を
拝

領
し
て
熊
本
城
に
入
り
、
忠
興
も
熊
本

へ
入
る
が
分
領
と
し
て
八
代
に
移
っ

た
。
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
忠
興
は
、

八
十
三
歳
で
没
し
、
八
代
城
は
重
臣
松

井
氏
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

茶
人
・
細
川
三
斎

　

茶
の
湯
は
、
近
世
大
名
や
武
士
に

と
っ
て
社
交
儀
礼
と
し
て
心
得
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
必
須
の
教
養
で
あ
っ

て
、
若
い
時
か
ら
茶
の
湯
に
接
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。
天
正
九
年
、
十
九
歳

の
与
一
郎
（
三
斎
）
は
、
丹
後
宮
津
城

内
で
津
田
宗
及
、
山
上
宗
二
等
の
著
名

な
茶
人
と
接
し
て
い
る
。「
三
斎
公
伝

書
」
に
よ
る
と
「
三
斎
初
ハ
薩
摩
屋
宗

二
の
弟
子
也
」｢

と
も
か
く
利
休
に
も

学
ば
な
く
て
は
」
と
あ
る
の
で
、
初
め

は
宗
二
に
学
び
、
つ
い
で
利
休
に
師
事

し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

三
斎
と
利
休
の
交
流
に
つ
い
て
は
、

現
在
残
さ
れ
て
い
る
書
状
に
よ
っ
て
伺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
中
で
も
有

名
な
の
が
切
腹
直
前
に
、
利
休
が
京
都

か
ら
舟
で
堺
に
帰
る
の
を
、
夕
闇
迫
る

淀
の
河
辺
で
見
送
っ
た
三
斎
と
古
田
織

部
へ
の
礼
状
で
あ
る
。「
舟
本
に
て
見

つ
け
だ
し
、
驚
き
存
じ
候
」
と
松
井
康

之
宛
て
に
記
し
、
見
送
る
こ
と
が
罪
に

な
る
恐
れ
が
あ
っ
た
二
人
の
心
情
を
察

し
た
利
休
の
思
い
の
深
さ
が
理
解
で

き
、
師
弟
関
係
を
超
え
た
深
い
心
の
交

わ
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

三
斎
の
茶
は
、
利
休
の
茶
を
忠
実
に

習
得
す
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
、
茶
の

湯
に
対
す
る
真
摯
な
心
構
え
と
律
儀
さ

が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
て
、
利
休
の
信

頼
も
厚
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
奇

抜
な
作
意
で
知
ら
れ
る
古
田
織
部
と
は

対
局
的
で
あ
っ
た
。

　

松
尾
久
重
氏
は
「
利
休
居
士
伝
書
」

の
中
で
「
三
斎
は
、
利
休
の
伝
統
を
墨

守
し
た
」
と
記
し
、中
村
昌
生
氏
は
「
細

川
三
斎
と
茶
室
」の
論
文
に
お
い
て「
三

斎
は
、
利
休
の
茶
の
心
を
深
く
精
神
的

に
受
け
取
っ
て
終
生
の
嗜
み
と
し
た
人

で
あ
る
。
高
桐
院
の
松
向
軒
は
、
利
休

の
伝
統
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。」
と

述
べ
て
い
る
。
三
斎
の
茶
の
湯
は
、
利

休
の
教
え
を
忠
実
に
遵
守
し
た
茶
で

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
西
堀
一
三
氏
は
論
文｢

細
川

三
斎
と
茶
道｣

で｢

最
も
洗
練
さ
れ

た
知
性
と
し
て
、
荒
き
強
き
こ
と
を
い

か
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
か
が
三
斎
の

茶
で
あ
る
」
と
し
、
強
き
茶
の
湯
が
三

斎
の
茶
の
本
質
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

る
。
乱
世
を
生
き
る
戦
国
大
名
の
茶
の

湯
と
し
て
利
休
の
伝
統
を
守
り
な
が
ら

精
神
的
強
さ
を
表
出
し
た
強
き
茶
を
嗜

ん
だ
の
が
三
斎
の
茶
の
湯
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
三
斎
の
茶
の
湯
は
後
世
、

全
国
的
に
広
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
古
田
織
部
、
小
堀
遠
州
や
片
桐

石
州
の
よ
う
な
職
業
的
茶
人
で
な
く
三

斎
が
大
大
名
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
。
織
部
は
一
万
石
の
小
禄
の

大
名
で
新
し
い
作
意
で
名
を
残
し
て
い

る
が
、
大
大
名
の
三
斎
に
は
全
く
そ
の

必
要
は
な
か
っ
た
。
基
本
的
に
茶
の
性

格
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
い
た
ず
ら
に

作
意
に
走
っ
た
織
部
を
三
斎
は
強
く
批

判
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
記
録
に
よ
る
と
徳
川
家
康
、

秀
忠
、
家
光
の
三
代
の
将
軍
に
茶
の
湯

を
教
授
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て

家
光
は
、
茶
会
に
招
い
て
三
斎
の
た
め

に
自
ら
茶
を
点
て
た
と
言
う
。
三
斎
の

そ
れ
は
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
大
大
名

の
強
き
武
家
の
茶
の
湯
で
あ
っ
た
。

茶
道
三
斎
流

　

茶
道
三
斎
流
と
は
、
利
休
七
哲
の
一

人
で
あ
る
細
川
三
斎
を
流
祖
と
す
る
茶

系
で
あ
る
。
細
川
三
斎
を
流
祖
と
す
る

茶
系
に
は
、
二
つ
の
流
れ
が
あ
る
。
肥

後
藩
の
茶
道
を
受
け
持
っ
た
肥
後
茶
道

の
三
派
（
古
市
家
、
萱
野
家
、
小
堀
家
）

と
、
三
斎
に
茶
を
学
ん
だ
江
戸
の
一
尾

伊
織
が
伝
え
る
門
流
の
二
つ
の
流
れ
で

あ
る
。

　

寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
古
市
宗
庵

が
細
川
家
の
御
茶
道
役
と
し
て
召
抱
え

ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
肥
後
茶
道
の
祖
で

あ
る
。
古
市
宗
庵
は
、
利
休
の
婿
の
円

乗
坊
宗
円
に
茶
を
学
ん
だ
。
利
休
の
秘

法
は
、
利
休
か
ら
宗
円
へ
、
そ
し
て
宗

庵
へ
伝
え
ら
れ
、
後
に
宗
庵
は
京
都
へ

上
が
っ
て
宗
旦
に
伝
え
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

萱
野
家
一
世
の
萱
野
正
的
、
小
堀
家

一
世
小
堀
長
斎
い
ず
れ
も
古
市
宗
庵
に

茶
を
学
び
肥
後
藩
茶
道
役
と
し
て
細
川

家
に
仕
え
て
、
利
休
の
茶
法
を
守
り
な

が
ら
三
斎
の
茶
を
伝
え
た
。

　

細
川
三
斎
を
直
系
の
流
祖
と
す
る
三

斎
流
は
、
初
代
を
一
尾
伊
織
と
し
一

尾
流
ま
た
は
一
尾
派
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
一
尾
伊
織
の
門
流
は
、
稲
葉
駿
河

守
正
喬
と
米
津
周
防
守
田
賢
の
二
つ
の

流
れ
に
大
別
さ
れ
る
。

　

一
尾
伊
織
は
江
戸
の
人
で
、
三
斎
の

臣
佐
藤
将
監
に
茶
を
学
び
、
後
に
三
斎

に
教
え
を
受
け
、
宗
硯
、
一
庵
、
徹
斎
、

照
庵
と
号
し
、元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）

九
十
一
歳
で
没
し
た
。
一
尾
は
稲
葉
正

喬
に
伝
え
る
が
、
正
喬
は
正
倚
、
含

章
、
含
翠
、
容
軒
と
号
し
、
禄
高
七
千

石
の
旗
本
で
、
出
羽
守
、
後
に
駿
河
守

出
雲
に
伝
わ
っ
た
茶
道
三
斎
流

和
田　

貞
夫
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大
番
頭
と
な
り
正
徳
四
年（
一
七
一
四
）

六
十
八
歳
で
没
し
た
。
そ
の
稲
葉
正
喬

に
学
ん
だ
中
井
祐
甫
は
、
有
隣
斎
と
称

し
初
め
は
秋
元
但
馬
守
に
仕
え
、
後
に

有
馬
玄
蕃
守
に
仕
え
た
。
そ
し
て
茶
を

志
村
三
栄
に
伝
え
た
。

　

三
栄
は
三
休
、
無
事
庵
、
不
遠
斎
と

号
し
、
白
隠
禅
師
に
参
学
し
て
幕
府
の

茶
道
と
な
っ
た
。
三
栄
の
弟
子
が
荒
井

一
掌
で
出
雲
に
伝
わ
る
三
斎
流
の
始
祖

と
言
わ
れ
る
人
で
あ
る
。

荒
井
一
掌

　

一
掌
は
、
本
名
を
三
郎
兵
衛
と
言
い

古
帆
、
一
青
、
宗
音
、
閑
市
庵
と
号
し
、

江
戸
の
商
家
の
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
武

士
の
血
を
受
け
武
道
を
嗜
む
茶
匠
で

あ
っ
た
。
若
年
よ
り
志
村
三
栄
に
つ
い

て
三
斎
流
茶
道
を
学
び
、
真
台
子
を
授

け
ら
れ
た
後
、
仏
法
修
業
の
必
要
を
感

じ
、
駿
河
国
原
の
宿
、
松
蔭
寺
に
住
す

る
白
隠
禅
師
の
も
と
で
修
業
す
る
こ
と

九
年
の
後
、
白
隠
の
も
と
を
辞
す
る
に

あ
た
っ
て
手
の
ひ
ら
に
一
の
字
を
与
え

ら
れ
て
、
そ
れ
よ
り
一
掌
と
名
乗
っ

た
。
江
戸
へ
帰
り
麹
町
に
閑
一
庵
を
設

け
て
、
茶
人
人
生
を
営
ん
だ
。

　

一
掌
は
、
当
時
の
茶
匠
の
な
か
に

あ
っ
て
は
学
徳
と
も
に
備
わ
っ
た
第
一

級
の
茶
人
で
あ
り
、
古
法
を
良
く
伝
え

ま
た
実
践
の
人
で
あ
っ
た
。
松
江
市
普

門
院
に
あ
る
一
掌
晩
年
の
画
像
は
、
長

い
白
髭
を
た
く
わ
え
、
眼
光
が
鋭
い
容

姿
で
古
武
士
の
風
格
が
あ
る
。

松
平
不
昧
と
三
斎
流

　

江
戸
に
続
い
た
三
斎
流
の
道
統
が
、

何
故
に
中
央
よ
り
遠
く
離
れ
た
出
雲
の

地
に
定
着
し
た
の
か
、
不
思
議
に
思
わ

れ
る
方
が
多
い
。
三
斎
流
が
出
雲
の
地

に
伝
わ
っ
た
の
は
、
松
江
藩
の
七
代
藩

主
、
松
平
治
郷
（
不
昧
）
と
の
出
会
い

に
よ
る
。

　

不
昧
は
、
幼
少
時
よ
り
癇
癖
が
強
く

て
守
役
の
手
に
お
え
な
い
人
で
老
臣

の
言
葉
を
借
り
る
と
、「
よ
く
言
っ
て

上
々
、
悪
く
言
え
ば
大
変
」
と
い
っ
た

具
合
で
、
将
来
の
行
末
を
心
配
し
て
癇

癖
を
正
す
た
め
に
茶
の
湯
の
稽
古
を
勧

め
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
大
変
気
に
入
っ

て
終
生
茶
の
湯
に
の
め
り
込
み
、
茶
聖

不
昧
公
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

不
昧
に
よ
る
と
、「
予
若
年
、
殊
未

熟
の
事
な
れ
ど
も
、
幼
少
の
時
よ
り

此
道
を
好
み｣

と
言
っ
て
お
り
、
若
年

の
時
か
ら
茶
の
湯
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
。
最
初
は
、
雲
州
茶
道
頭
の
正
井
道

有
に
遠
州
流
の
茶
を
学
び
、
ま
た
京
都

よ
り
千
家
流
の
谷
口
民
之
丞
を
呼
ん
で

い
る
。
十
八
歳
の
時
に
は
、
伊
佐
幸
琢

に
つ
い
て
石
州
流
を
学
ん
だ
不
昧
で

あ
っ
た
が
、
二
十
歳
の
と
き
に
書
い
た

茶
道
論
評
「
む
だ
ご
と
」
の
末
尾
に
「
本

意
能
く
知
り
た
る
師
匠
に
稽
古
し
た
ま

え
か
し
、
只
閑
市
庵
の
先
生
こ
そ
が
余

の
意
に
も
違
う
ま
し
、
此
の
先
生
に
修

業
あ
れ
か
し｣

と
述
べ
、
閑
市
庵
（
荒

井
一
掌
）
を
称
揚
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、家
臣
の
高
井
又
右
衛
門(

宗

休)

、
林
久
嘉
、
矢
島
半
兵
衛
（
金
鱗
）

の
三
名
に
命
じ
て
三
斎
流
を
学
ば
せ
た

と
言
う
。（「
松
平
不
昧
伝｣

）

　

松
平
不
昧
と
荒
井
一
掌
と
の
出
会
い

は
、
何
時
、
何
処
で
実
現
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
、
横
井
謙
二
郎
氏
は
家
臣
の
林

久
嘉
の
仲
介
で
あ
る
と
し
、
山
野
辺
慶

一
氏
は
荒
井
一
掌
の
師
の
志
村
三
栄
の

仲
介
で
あ
る
と
し
て
る
。
山
野
辺
氏
の

主
張
は
、
不
昧
の
書
師
で
あ
る
志
村
三

栄
か
ら
弟
子
の
荒
井
一
掌
を
知
っ
た
と

い
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
接
点
の
場
所

は
、江
戸
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

「
列
志
録｣

に
よ
る
と
、
江
戸
滞
在
期

間
が
林
久
嘉
二
十
数
年
、
矢
島
半
兵
衛

十
二
年
、
高
井
又
右
衛
門
三
年
と
記
さ

れ
て
お
り
、
三
人
の
藩
士
が
江
戸
滞
在

中
に
茶
を
通
し
て
荒
井
一
掌
と
接
触
し

た
と
す
る
説
明
は
納
得
で
き
る
。
一
掌

よ
り
林
久
嘉
へ
宛
て
た
伝
書
が
最
も
多

い
の
は
、
林
の
江
戸
滞
在
が
長
く
両
人

の
親
密
の
深
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
理

解
で
き
よ
う
。
林
久
嘉
の
仲
介
説
を
取

り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

林
久
嘉
は
、
松
江
藩
医
師
で
あ
り
宗

智
、
宗
順
、
春
皎
と
号
し
一
放
軒
・
閑
々

庵
と
称
し
た
。
宝
暦
十
三
年
に
若
殿
様

（
不
昧
）
付
の
侍
医
と
な
り
、
不
昧
に

日
夜
近
待
し
て
仕
え
て
お
り
、
当
然
茶

の
湯
の
話
が
両
人
の
間
に
交
わ
さ
れ
て

一
掌
の
こ
と
が
語
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
林
久
嘉
を
仲
介

と
し
て
不
昧
と
一
掌
の
出
会
い
が
あ
っ

た
と
考
え
て
よ
い
。
そ
し
て
、
不
昧
は

荒
井
一
掌
を
師
と
し
て
遇
す
る
よ
う
に

な
る
。

　

明
和
七
年
十
月
五
日
付
け
で
出
府
中

の
不
昧
が
国
元
の
有
澤
能
登
に
宛
て
た

書
簡
の
中
に｢

流
違
い
申
候
へ
と
も
一

掌
は
殊
の
外
大
先
生
の
様
に
被
存
候｣

と
書
き
、
自
ら
は
石
州
流
を
修
め
て
は

い
る
が
、
三
斎
流
の
荒
井
一
掌
は
、
大

先
生
で
あ
る
と
称
揚
し
て
い
る
。
不
昧

の
茶
の
湯
は
一
掌
と
の
交
遊
に
よ
っ
て

一
層
啓
発
さ
れ
て
い
く
。
一
掌
は
、
不

昧
の
参
勤
に
随
っ
て
出
雲
の
地
に
来
遊

し
、
三
斎
流
の
指
導
に
当
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
一
掌
筆
跡
の｢

茶
是
一

昧
祥｣

の
落
款
に
「
於
雲
陽
一
掌
書
」

と
あ
り
、
雲
陽
と
は
出
雲
の
こ
と
で
あ

る
の
で
、
こ
れ
が
一
掌
の
出
雲
来
遊
の

動
か
ぬ
証
拠
と
な
っ
て
い
る
。

　

茶
の
湯
を
学
ぶ
人
は｢

そ
の
本
意
を

良
く
知
っ
て
い
る
師
匠
に
つ
い
て
稽
古

を
す
る
べ
き
で
、
本
意
を
知
る
宗
匠
は

只
一
人
、
閑
市
庵
あ
る
の
み｣

と
、
不

昧
は
述
べ
一
掌
を
高
く
評
価
し
て
い

る
。
そ
し
て
一
掌
に
対
し
て
親
し
く
師

弟
の
礼
を
と
っ
た
こ
と
が
三
斎
流
茶
道

を
出
雲
の
地
へ
定
着
さ
せ
る
大
き
な
要

因
と
な
っ
た
。

荒
井
一
掌
か
ら
林
久
嘉
へ

　

松
江
藩
主
松
平
治
郷
（
不
昧
）
の
家

臣
で
侍
医
で
あ
る
林
久
嘉
は
、
二
十
数

年
と
江
戸
在
勤
が
長
く
、
江
戸
に
て
荒

井
一
掌
と
出
会
い
三
斎
流
の
茶
の
湯
を

学
ん
だ
。
林
家
は
、
初
代
松
平
直
政
に

従
い
松
江
へ
入
っ
た
信
州
松
本
以
来
の

譜
代
の
臣
で
代
々
久
嘉
を
襲
名
し
、「
雲

藩
職
制
」
を
見
る
と
百
五
十
石
を
禄
し

て
い
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
一

掌
は
、
林
久
嘉
を
介
し
て
不
昧
に
出
会

い
、
松
江
の
地
を
訪
れ
林
久
嘉
の
家
を

拠
点
と
し
て
三
斎
流
の
茶
の
湯
の
指
導

に
努
め
た
。
一
掌
は
、林
久
嘉
に「
閑
々

庵
」「
一
放
軒
」
の
号
を
与
え
三
斎
流

の
奥
義
を
伝
授
し
た
の
で
、
三
斎
流
の

茶
の
湯
が
出
雲
の
地
に
定
着
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

道
統
は
普
門
院
・
観
月
庵
へ

　

林
久
嘉
と
と
も
に
荒
井
一
掌
に
茶
の

湯
を
学
ん
だ
松
江
藩
の
家
臣
高
井
草
休

は
、
一
掌
亡
き
後
は
林
久
嘉
を
師
と
し

て
学
び
、
三
斎
流
を
出
雲
地
方
一
円
に

広
め
て
い
っ
た
。
そ
し
て
三
斎
流
の
道

統
を
、
一
掌
ゆ
か
り
の
観
月
庵
の
あ
る

普
門
院
第
九
世
恵
海
法
印
へ
伝
え
た
。

　

松
江
市
北
田
町
の
普
門
院
は
、
歴
代

藩
主
の
祈
祷
所
と
し
て
創
建
さ
れ
た
天

台
宗
の
寺
院
で
観
月
庵
は
、
そ
の
普
門

院
内
に
あ
る
。
寺
伝
に
よ
る
と
荒
井
一

掌
好
み
に
よ
り
享
和
元
年（
一
八
〇
一
）

天
台
宗
普
門
院
住
職
恵
海
法
印
に
よ
る

建
立
で
あ
る
。

　

不
昧
も
、
時
々
、
一
掌
に
誘
わ
れ
て

堀
川
か
ら
舟
で
こ
の
席
に
臨
ん
だ
と
言

わ
れ
、
特
徴
と
し
て
こ
の
庵
に
は
、
二

畳
隅
炉
の
席
に
深
い
庇
（
ひ
さ
し
）
が

つ
い
て
い
て
、
そ
の
露
地
の
辺
り
は
不

昧
の
賞
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
伝
え
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ら
れ
て
い
る
。

　

席
は
二
畳
隅
炉
と
四
畳
半
の
席
を
組

み
合
わ
せ
て
あ
る
。
東
側
の
腰
の
な
い

二
枚
の
障
子
を
開
け
る
と
東
の
空
に
出

る
月
が
眺
め
ら
れ
た
の
で
、
観
月
庵
と

名
ず
け
ら
れ
た
が
、
現
在
は
近
隣
に
住

宅
が
建
ち
庭
の
成
長
し
た
樹
木
の
た
め

に
残
念
な
が
ら
月
を
眺
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

現
在
、
松
江
市
指
定
文
化
財
、
三
斎

流
茶
室
観
月
庵
と
し
て
保
存
さ
れ
、
周

辺
は
伝
統
美
観
保
存
地
域
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
普
門
院
は
文
豪
小
泉
八
雲

に
関
わ
る
観
光
の
地
で
も
あ
る
。

　

恵
海
法
印
は
、
天
台
宗
普
門
院
の
住

職
で
観
月
庵
を
営
み
風
月
を
友
と
し
、

三
斎
流
の
茶
の
湯
を
嗜
ん
だ
。

　

こ
れ
に
よ
り
三
斎
流
茶
道
の
道
統

は
、
普
門
院
代
々
の
住
職
に
よ
っ
て
観

月
庵
を
中
心
に
連
綿
と
し
て
受
け
継
が

れ
、
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

観
月
庵
一
世
（
恵
海
）
以
来
、
観
月

庵
六
世
ま
で
の
六
代
中
、
三
代
は
安
来

市
の
清
水
寺
住
職
が
継
承
し
て
い
る
。

恵
海
が
継
承
し
た
後
は
、
無
所
得
庵
円

龍
へ
、
そ
し
て
得
故
庵
恵
教
、
制
心
庵

真
浄
、
花
月
庵
教
好
、
新
々
庵
得
忍
と

続
く
が
、
明
治
二
十
六
年
に
得
忍
法
印

が
示
寂
の
後
は
一
時
無
住
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
三
斎
流
の
道
統
は
、
寺
を
離
れ

て
在
家
（
俗
人
）
の
松
江
市
川
津
町
久

保
田
松
太
郎
翁
（
橋
本
庵
梅
屋
）
へ
と

移
っ
て
い
っ
た
。
や
が
て
久
保
田
松
太

郎
翁
か
ら
同
じ
川
津
町
の
木
村
宗
七
翁

（
栖
翠
庵
）
へ
と
道
統
は
継
承
さ
れ
、

そ
し
て
境
港
市
の
渡
辺
久
治
郎
翁
（
郎

庵
宗
世
）
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

　

郎
庵
宗
世
は
、
普
門
院
観
月
庵
に
住

し
て
流
儀
の
普
及
に
努
め
る
が
、
晩
年

は
境
港
市
へ
移
っ
て
隠
居
し
、
海
に
近

い
畑
の
中
に
郎
庵
と
い
う
茶
室
を
営
ん

で
余
生
を
送
っ
た
。

　

そ
の
最
晩
年
の
郎
庵
宗
世
の
門
弟
が

観
翠
庵
初
代
の
森
山
祥
山
宗
匠
そ
の
人

で
あ
る
。

観
翠
庵
初
代
・
森
山
祥
山

　

観
翠
庵
初
代
・
森
山
祥
山
宗
匠
は
、

明
治
三
十
九
年
出
雲
市
今
市
町
に
生
を

受
け
、
若
年
時
よ
り
茶
の
湯
の
修
業
を

志
し
、
観
月
庵
に
お
い
て
郎
庵
宗
世
に

三
斎
流
の
茶
の
湯
を
学
ん
だ
。

　

茶
道
の
各
流
派
に
は
、
種
々
な
免
状

が
あ
る
が
、
三
斎
流
に
は
初
伝
と
中
伝

の
二
種
類
の
免
状
が
あ
る
。
入
門
修
業

し
て
、最
初
に
初
伝
七
点
前
と
い
っ
て
、

ひ
と
通
り
点
前
が
で
き
る
と
初
伝
の
免

状
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
修

業
を
重
ね
て
一
般
的
に
は
五
年
か
ら
七

年
、
も
っ
と
か
か
る
人
も
い
る
が
、
中

伝
の
免
状
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

中
伝
を
許
さ
れ
る
と
、
ま
ず
茶
の
道
の

一
人
前
の
資
格
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

た
が
、
祥
山
の
修
業
時
に
は
、
中
伝
免

状
を
受
け
た
人
は
少
な
か
っ
た
。
そ
の

当
時
、
山
陰
地
方
で
は
二
人
か
、
三
人

し
か
い
な
か
っ
た
と
言
う
。
中
伝
の
奥

は
、
免
許
皆
伝
し
か
な
く
、
免
許
皆
伝

所
有
者
は
一
代
の
宗
匠
の
う
ち
、
一
人

か
二
人
あ
る
か
な
い
か
の
も
の
で
あ
っ

た
。

　

祥
山
宗
匠
は
、
昭
和
四
年
二
十
三
歳

の
若
さ
で
中
伝
の
免
許
状
を
受
け
て
い

る
。
中
伝
の
免
状
を
受
け
る
と
師
匠
か

ら
庵
号
を
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

郎
庵
宗
世
宗
匠
は
祥
山
へ｢

観
翠
庵｣

と
紙
に
書
い
て
渡
し
た
。
観
月
庵
で
修

業
し
た
の
で
観
の
一
字
を
取
り
、
ま
た

姓
の
森
山
の
森
の
翠
が
美
し
く
栄
え
る

よ
う
に
と
翠
を
つ
け
て｢

観
翠
庵｣

と

名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
祥
山
宗
匠

が
中
伝
の
免
状
を
受
け
た
頃
に
は
、
既

に
六
十
人
位
の
弟
子
が
あ
っ
た
と
い

う
。
中
伝
を
受
け
た
機
会
に
と
、
後
援

会
が
結
成
さ
れ
、
会
長
に
九
代
遠
藤
嘉

右
衛
門
氏
が
就
任
、
観
音
寺
近
く
に
家

が
新
築
さ
れ
、
稽
古
場
も
出
来
て
門
弟

へ
の
指
導
に
も
熱
が
入
っ
て
い
っ
た
。

　

昭
和
九
年
、
祥
山
宗
匠
二
十
八
歳
の

時
で
あ
っ
た
。
境
港
市
へ
隠
居
し
て
い

る
師
の
郎
庵
宗
世
宗
匠
よ
り｢

最
後
の

台
子
を
伝
え
た
い｣

と
の
連
絡
が
あ
り

師
の
草
庵
へ
急
行
し
た
祥
山
宗
匠
へ
対

し
て
、
清
水
寺
住
職
等
三
斎
流
ゆ
か
り

の
茶
人
の
立
会
い
の
も
と
、
極
真
台
子

が
授
け
ら
れ
て
、
こ
こ
に
三
斎
流
の
道

統
継
承
が
実
現
し
た
。
台
子
の
極
意
と

観
月
庵
恵
海
上
人
か
ら
伝
わ
っ
た
十
徳

と
中
啓
が
三
方
に
載
せ
ら
れ
て
、
流
祖
三

斎
公
御
尊
像
の
ま
え
で
宗
世
宗
匠
か
ら

祥
山
宗
匠
へ
と
授
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

三
斎
流
を
継
承
し
た
祥
山
宗
匠
は
、

観
月
庵
へ
入
ら
ず
出
雲
市
今
市
町
に
観

翠
庵
を
営
み
、
門
弟
の
指
導
に
当
た
っ

た
の
で
三
斎
流
の
道
統
は
出
雲
市
へ
根

を
下
ろ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

細
川
家
よ
り
家
元
の
認
可

　

道
統
を
継
承
し
た
祥
山
宗
匠
は
、
三

斎
流
の
普
及
発
展
に
情
熱
を
燃
や
し
、

精
力
的
に
茶
の
湯
の
研
究
に
取
り
組
み

視
野
を
広
げ
て
い
っ
た
。
細
川
三
斎
の

墓
所
で
あ
る
京
都
大
徳
寺
の
高
桐
院
に

出
か
け
て
数
年
の
間
、
止
宿
し
て
京
の

茶
風
研
究
に
取
り
組
ん
で
研
鑽
を
深
め

た
。
こ
の
よ
う
な
努
力
の
結
果
、
細
川

家
の
御
当
主
細
川
護
立
氏
に
お
目
通
り

が
実
現
し
、
お
点
前
を
御
覧
頂
く
こ
と

が
で
き
た
。

　

昭
和
十
九
年
秋
に
高
桐
院
に
於
い
て

三
斎
公
三
百
年
遠
忌
が
行
わ
れ
た
時

に
、
招
か
れ
て
お
点
前
を
細
川
護
立
氏

は
も
と
よ
り
近
衛
文
麿
氏
の
前
で
奉
仕

し
、
近
衛
氏
よ
り｢

古
武
士
の
面
影
が

出
て
い
て
、
誠
に
清
ら
か
な
点
前
で
あ

る｣

と
お
言
葉
を
賜
っ
た
と
言
う
。

　

昭
和
二
十
九
年
十
一
月
十
一
日
、
細

川
三
斎
公
三
百
十
年
遠
忌
が
東
京
上
野

の
国
立
博
物
館
後
庭
、
六
窓
庵
及
び
応

挙
館
で
開
催
さ
れ
、
祥
山
宗
匠
が
献
茶

の
ご
奉
仕
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当

日
は
、
旧
閑
院
の
宮
様
を
始
め
伏
見

の
宮
様
、
一
条
家
、
近
衛
家
、
細
川
家

御
夫
妻
様
、
三
井
家
御
当
主
を
中
心
に

財
界
の
方
な
ど
三
百
余
名
の
御
参
席
を

賜
っ
て
の
盛
大
な
法
要
で
、
高
桐
院
上

田
義
山
老
師
を
導
師
と
し
、
天
下
の
名

香
「
白
菊
」
の
か
お
り
が
場
内
に
あ
ふ

れ
る
中
で
祥
山
宗
匠
が
茶
を
献
じ
た
の

で
あ
る
。

　

後
日
、
祥
山
宗
匠
は
献
茶
奉
仕
の
栄

を
頂
い
た
お
礼
の
言
上
に
細
川
家
を
訪

れ
た
が
、
細
川
護
立
氏
に
は
法
要
の
盛

会
を
殊
の
外
お
慶
び
に
な
り
「
三
斎
流

の
茶
の
湯
を
立
派
に
末
永
く
後
世
に
伝

え
よ
」
と
の
お
言
葉
が
あ
り
、
三
斎
流

家
元
を
認
め
る
と
の
認
可
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
細
川
家
御
当
主
よ
り
家
元
認

可
の
書
付
と
御
自
作
の
茶
杓
を
賜
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
三
斎
流
は
名
実
と
も
に

家
元
観
翠
庵
と
な
り
出
雲
市
に
定
着
す

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

細
川
家
か
ら
の
家
元
認
可
と
と
も
に

細
川
家
の
家
紋
で
あ
る｢

九
曜｣

の
使

用
が
認
め
ら
れ
た
の
を
機
会
に
、
三
斎

流
の
茶
を
学
び
修
業
す
る
同
志
の
組
織

｢

九
曜
会｣

が
結
成
さ
れ
、
初
代
会
長

に
山
田
美
治
氏
が
就
任
、小
林
文
慶
氏
、

大
野
弘
幸
氏
、
小
林
祥
泰
氏
と
会
長
が

続
い
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

発
展
充
実
す
る
三
斎
流
に
活
動
の
拠

点
を
と
、
道
場
建
設
が
進
め
ら
れ
、
昭

和
三
十
七
年
秋
、
出
雲
市
渡
橋
町
観
音

寺
境
内
に
観
翠
庵
道
場
が
竣
工
完
成

し
、
細
川
護
貞
氏
の
御
臨
席
を
得
て
祝

賀
記
念
茶
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

昭
和
四
十
四
年
八
月
八
日
は
、
観
翠

庵
に
と
っ
て
誠
に
記
念
す
べ
き
光
栄
の

年
で
あ
っ
た
。
常
陸
宮
両
殿
下
並
び
に

同
妃
殿
下
の
山
陰
地
方
御
行
啓
の
折
、
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観
翠
庵
道
場
に
お
立
ち
寄
り
に
な
り
、

お
茶
席
に
御
光
臨
賜
っ
た
の
で
あ
る
。

茶
の
湯
の
お
も
て
な
し
に
殊
の
外
お
慶

び
に
な
り
、
お
迎
え
し
た
関
係
者
一
同

は
光
栄
に
浴
し
た
の
で
あ
る
。

観
翠
庵
の
道
統
継
承
続
く

　

昭
和
五
十
年
十
月
十
日
、
細
川
護
貞

氏
御
夫
妻
を
お
迎
え
し
て
森
山
宗
瑞
家

元
継
承
と
祥
山
宗
匠
古
稀
を
祝
う
茶
会

が
開
催
さ
れ
、
宗
瑞
宗
匠
は
観
翠
庵
二

代
と
し
て
流
派
の
発
展
に
精
励
す
る
こ

と
な
る
。
宗
瑞
家
元
は
、
決
意
新
た
に

神
戸
市
の
祥
福
寺
僧
堂
へ
掛
塔
し
、
山

田
無
文
老
大
師
よ
り
得
度
を
受
け
て
参

禅
、
修
業
を
重
ね
た
。

　

昭
和
五
十
二
年
、
流
派
の
隆
盛
に
心

血
を
捧
げ
た
祥
山
宗
匠
が
逝
去
、
宗
瑞

宗
匠
は
名
実
と
も
に
観
翠
庵
第
二
代
と

し
て
、
県
内
外
へ
積
極
的
に
攻
め
の
茶

を
目
指
し
て
振
興
発
展
に
尽
力
し
た
。

平
成
六
年
、
宗
瑞
宗
匠
が
五
十
九
歳
の

若
さ
で
急
逝
、
関
係
者
一
同
悲
し
み
に

包
ま
れ
た
が
、
細
川
家
よ
り
観
翠
庵
に

て
道
統
を
継
承
せ
よ
と
の
思
召
し
が
あ

り
、
宗
瑞
宗
匠
夫
人
に
家
元
認
可
が
な

さ
れ
、
平
成
七
年
十
一
月
十
日
細
川
護

貞
御
夫
妻
の
御
来
臨
を
得
て
継
承
式
を

開
催
、
観
翠
庵
三
代
森
山
宗
育
家
元
が

誕
生
し
た
。
そ
の
後
道
統
継
承
は
順
調

に
続
き
、
こ
の
た
び
の
三
斎
流
二
十
一

代
観
翠
庵
四
代
森
山
宗
浦
家
元
の
道
統

継
承
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
三
斎
流
の

益
々
の
隆
盛
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

流　

祖　

細
川
三
斎
（
与
一
郎
、
忠
興
）

正
保
二
年
十
二
月
二
日
没
、
八
十
二
歳
、
法
名
・
松
向
寺
殿
前
参
議

三
斎
宗
立
大
居
士

二　

代　

一
尾
伊
織
（
一
庵
、
徹
斎
、
宗
硯
、
照
庵
）

初
め
三
斎
の
臣
佐
藤
将
監
に
、
の
ち
三
斎
に
茶
を
学
ぶ
。

元
禄
二
年
三
月
十
三
日
没
、
九
十
一
歳
、
門
人
に
稲
葉
正
喬
、
祐
甫
。

三　

代　

稲
葉
正
喬
（
正
倚
、
含
章
、
含
翠
、
容
軒
）

駿
河
守
大
番
頭
禄
高
七
千
石
、
著
「
一
庵
口
儀
」

正
徳
四
年
八
月
二
十
七
日
没
、
六
十
八
歳
、
法
名
・
天
理
院
了
翁
元

心
大
居
士

四　

代　

中
井
祐
甫
（
有
隣
斎
）

初
め
秋
元
但
馬
守
に
仕
え
、
の
ち
有
馬
玄
蕃
守
の
家
臣
と
な
る
。

一
尾
一
庵
、
稲
葉
正
喬
に
師
事
。

五　

代　

志
村
三
栄
（
三
休
、
無
事
庵
、
不
遠
斎
）

旗
本
で
幕
府
の
茶
道
、
白
隠
禅
師
に
参
学
、
著｢

茶
道
伝
心
録｣

宝
暦
七
年
三
月
三
日
没
、
五
十
七
歳
。

六　

代　

荒
井
一
掌
（
三
郎
兵
衛
、
古
帆
、
一
青
、
宗
音
、
閑
市
庵
）

白
隠
禅
師
に
参
禅
、
出
雲
へ
三
斎
流
を
伝
え
る
。

文
化
元
年
八
月
八
日
没
、
七
十
八
歳
、
法
名
・
閑
市
庵
一
青
古
帆
宗

音
居
士
。

弟
子
に
松
江
藩
家
臣
、
林
久
嘉
、
高
井
草
休
等
が
い
る
。

七　

代　

林　

久
嘉
（
宗
智
、
宗
順
、
春
皎
、
一
放
軒
、
閑
々
庵
）

松
江
藩
侍
医
、
大
嶺
和
尚
に
参
禅
、
一
掌
が
松
江
滞
在
中
は
林
家
を

拠
点
と
し
て
い
た
。
寛
政
三
年
九
月
二
十
日
没
、
六
十
七
歳
。

八　

代　

高
井
草
休
（
又
右
衛
門
、
長
太
夫
、
宗
雪
、
米
中
、
真
祗
、
閑
中
庵
）

松
江
藩
家
臣
、
寛
政
九
年
十
一
月
十
四
日
没
、
六
十
九
歳
、
法
名
・

是
真
院
艸
林
自
在
居
士
。
松
江
市
内
中
原
町
大
雄
寺
に
葬
る
。

九　

代　

観
月
庵
恵
海　

観
月
庵
一
世
（
宗
顕
、
得
々
庵
）

松
江
市
普
門
院
住
職
、
松
平
不
昧
の
指
示
に
よ
り
観
月
庵
造
営
す
る
。

文
政
六
年
六
月
二
十
六
日
寂
。

十　

代　

無
所
得
庵
円
龍　

観
月
庵
二
世

松
江
市
白
潟
天
満
宮
境
内
松
林
寺
住
職
。

十
一
代　

得
故
庵
恵
教　

観
月
庵
三
世

安
来
市
清
水
寺
蓮
乗
院
住
職
、
古
材
を
以
っ
て
古
門
堂
を
造
る
。

天
保
十
四
年
十
月
三
日
寂
。

十
二
代　

制
心
庵
真
浄　

観
月
庵
四
世

安
来
市
清
水
寺
蓮
乗
院
住
職
、
明
治
四
年
十
月
七
日
寂
。

十
三
代　

花
月
庵
教
好　

観
月
庵
五
世

安
来
市
清
水
寺
松
寿
院
住
職
、
明
治
八
年
八
月
三
十
一
日
寂
。

十
四
代　

新
々
庵
得
忍　

観
月
庵
六
世
（
叡
俊
）

松
江
市
普
門
院
住
職
、
同
院
内
に
新
々
庵
を
造
る
。

明
治
二
十
六
年
十
二
月
十
八
日
寂
。

十
五
代　

橋
本
庵
梅
屋　

観
月
庵
七
世
（
久
保
田
松
太
郎
）

松
江
市
川
津
町
住
、
大
正
二
年
三
月
三
十
日
没
。

十
六
代　

栖
翠
庵
宗
七　

観
月
庵
八
世
（
木
村
宗
七
）

松
江
市
川
津
町
住
、
大
正
六
年
一
月
十
日
没
。

十
七
代　

郎
庵
宗
世　

観
月
庵
九
世
（
渡
辺
久
治
郎
）

境
港
市
住
、
昭
和
十
一
年
二
月
五
日
没
。

八
十
七
歳　

法
名
・
寿
昌
庵
観
誉
春
月
宗
世
居
士
。

十
八
代　

観
翠
庵
祥
山　

観
翠
庵
初
代
（
森
山
久
太
郎
）

出
雲
市
今
市
町
住
、
細
川
家
よ
り
家
元
認
可
を
受
け
る
、
出
雲
市
観

音
寺
境
内
に
三
斎
流
道
場
・
観
翠
庵
（
忘
路
軒
、
松
霞
亭
）
を
建
立
。

昭
和
五
十
二
年
二
月
十
七
日
没
。
七
十
二
歳
、
法
名
・
観
翠
庵
祥
山

普
済
居
士
。

十
九
代　

祥
峰
宗
瑞　

観
翠
庵
二
代
（
森
山
佳
朋
）

出
雲
市
今
市
町
住
、
妙
心
寺
管
長
山
田
無
文
老
大
師
に
つ
い
て
得
度

参
禅
す
る
。
昭
和
五
十
年
十
月
三
斎
流
道
統
を
継
承
。

平
成
六
年
十
月
二
十
五
日
没
、
五
十
九
歳
、
法
名
・
観
翠
庵
祥
峯
宗

瑞
禅
士
。

二
十
代　

観
庵
宗
育　

観
翠
庵
三
代
（
森
山
育
子
）
出
雲
市
今
市
町
住

　
　
　
　
　

祥
福
寺
管
長
河
野
大
通
老
大
師
よ
り
安
名
拝
受

平
成
六
年
十
二
月
三
斎
流
道
統
を
継
承
。

二
十
一
代　

斗
南
宗
浦　

観
翠
庵
四
代
（
森
山　

充
）
出
雲
市
今
市
町
住

建
仁
寺
管
長
小
堀
泰
巌
老
大
師
に
つ
い
て
得
度
参
禅
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
斎
流
道
統
を
継
承
し
家
元
に
就
任
す
る
。

茶
道
三
斎
流
の
系
譜
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